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平成16年２月末現在の
人口の動き

●人口13,756人 前月比（－003人）
前年比（－007人）

男 6,852人（－03人）
女 6,904人（±00人）

●世帯数3,662世帯 前月比（＋02世帯）
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～ 贈る言葉 ～

花の美しさはその花に

あるのではない

その花を見る人の心にこそ

美しさはある

（デカルト）

聖籠中学校

校長　坂口　眞生

聖籠中学校卒業生173名

卒
業
お
め
で
と
う 

夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
は
ば
た
け 



広報聖籠 2広報聖籠 3

70億8千万円 

歳入 
町税 

47億6,950万円 
（67.4％） 

固定資産税　　40億2,910万円（84.5％） 
町民税（法人）　3億3,000万円（  6.9％） 
町民税（個人）　2億5,330万円（  5.3％） 
軽自動車税、たばこ税、   1億5,710万円（  3.3％） 
入湯税等　　　　　　　　　 
 

内訳 

諸　収　入 
4億7,612万円 
　　　（6.7％） 

預金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など 

　県支出金 
3億3,636万円 
　　　  （4.8％） 

使い道を特定して県が支
出する補助金等 

繰　入　金 
3億5,381万円 
　　　（5.0％） 

基金から繰り入れたお金
など 

　地方譲与税 
1億4,400万円 
　　　（2.0％） 

国税として徴収し一定基
準により町に譲与される
お金 

　国庫支出金 
1億5,742万円 
　　　（2.2％） 

使い道を特定して国が支
出する補助金等 

　繰　越　金 
1億5,000万円 
　　　（2.1％） 

前年度から繰り越したお金 

　町　　債 
2億5,000万円 
　　　（3.5％） 

借り入れするお金 

地方消費税交付金 
1億6,000万円 
　　　（2.3％） 

地方消費税の清算後一定
基準により町に交付され
るお金　 

　そ　の　他 
2億8,279万円 
　　　（4.0％） 

その他交付金、分担金及
び負担金、使用料及び手
数料など 

水　道　事　業

平成16年度 

 
一般会計 

平
成
十
六
年
度
の
予
算
が
三
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
は
七
十
億

八
、〇
〇
〇
万
円
、
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
六
会
計
合
計
四
七
億
八
、二
三
七
万
円
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
る
の

か
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
企
画
財
政

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

T
27
―
１
９
５
８
（
直
通
）

歳出 
70億8千万円 

土木費 
12億1,810万円 
（17.2％） 

教育費 
12億4,516万円 
（17.6％） 

 

公債費 
8億2,434万円 
（11.6％） 

 農林水産業費 
3億2,302万円 
　　　 （4.6％） 

農業・漁業振興、土地
改良事業など 

学校・公民館・
図書館事業、 
施設運営など 

道路・公園・
港湾整備など 

町が借り入れた
お金の返済 

民生費 
12億814万円 
（17.1％） 

高齢者・児童・
障害福祉事業 
など 

  衛　生　費 
6億8,708万円 
　　　 （9.7％） 

予防検診・保健事業、ごみ
処理事業など 

  消　防　費 
2億9,348万円 
　　　（4.2％） 

消防団活動、
消防施設整備
など 

　　そ　の　他 
　758万円（0.1％） 

基金積立（町の預金）、
雇用対策など 

　商　工　費 
2億5,740万円 
　　　 （3.6％） 

商工業の振興、観光事
業など 

 議　会　費 
9,920万円 
　　（1.4％） 

総務費 
9億1,650万円 
（12.9％） 

公害・交通安全
対策、選挙、広
域関連事業など 

議会活動 

会　計　名 予算額

国 民 健 康 保 険

老　人　保　健

介　護　保　険

県営開拓パイロット事業

公　共　下　水　道　事　業

事 業 勘 定

施 設 勘 定

収益的支出

資本的支出

8億8,987万円

1億5,257万円

9億3,451万円

6億8,064万円

818万円

17億5,085万円

２億6,756万円

9,819万円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

町
民
が
望
む
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
諸
費
に
つ
い
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

老
後
の
自
立
支
援
を
基
本
と
し
、
共
同
連
帯
の
考
え
を
軸
に
居
宅

や
地
域
中
心
に
社
会
的
介
護
を
保
障
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特
別
会
計

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
維
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
の
維
持
管
理
と
引
き
続
き
汚
水
管
渠
整
備
を
行
い
、
事
業

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計

上
水
道
へ
の
切
り
替
え
の
啓
発
活
動
を
進
め
、「
安
全
で
良
質
で
、

お
い
し
い
水
」
の
供
給
に
努
め
ま
す
。
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（年度） 平
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49億 
8,445 
万円 

44億 
1,238 
万円 

54億 
9,130 
万円 

39億 
4,266 
万円 

63億 
5,224 
万円 

57億 
4,733 
万円 

53億 
6,451 
万円 

平
成
16
 

47億 
6,950 
万円 

66億 
4,500万円 

65億4,500万円 

87億円 

77億6,000万円 

74億3,000万円 

71億円 

70億8,000万円 

105億4,500万円 

歳入 
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
や
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
の
環
境
対
策
、
魅
力
あ
る

農
業
づ
く
り
、
教
育
の
充
実
な
ど
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
主
な
事
業
は
４
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

一
般
会
計
予
算

平成16年度 特別会計予算 は計47億8,237万円

平成16年度　一般会計予算は

70 億8 千万円 まちづくりに向けスタートします。住みよい

近年における歳入と町税の
予算額の推移
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◆
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
の
す

が
た
づ
く
り

港
湾
整
備
事
業

県
が
実
施
す
る
港
湾
施
設
整
備
へ
の

負
担
金

一
、三
七
三
万
円

都
市
計
画
緑
地
整
備
事
業

県
が
実
施
す
る
東
港
地
内
緑
地
整

備
へ
の
負
担
金
　

八
、二
五
〇
万
円

土
地
区
画
整
理
事
業

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

補
助
金

六
、三
八
〇
万
円

国
土
調
査
事
業

二
、八
二
五
万
円

◆
心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
緑
の
保
全

保
安
林
等
育
成
保
全
事
業

病
害
虫
防
除
な
ど一

、〇
九
三
万
円

海
岸
砂
防
林
整
備
事
業四

二
九
万
円

都
市
公
園
等
整
備
事
業

都
市
公
園
等
の
維
持
管
理
、
公
園

用
地
取
得
な
ど

五
、七
六
一
万
円

16年度 
予  算 

快
適
な
生
活
空
間
の
創
造

◆
用
途
に
応
じ
た
安
全
で
快

適
な
移
動
手
段
の
確
保

町
道
整
備
事
業

道
路
改
良
、
舗
装
、
測
量
、
用
地

購
入
な
ど

二
億
七
、七
二
六
万
円

県
道
路
整
備
事
業

県
道
路
事
業
等
へ
の
負
担
金

一
、五
〇
五
万
円

道
路
維
持
管
理
事
業

道
路
植
栽
、
舗
装
補
修
、
除
雪
作

業
な
ど

一
億
三
、九
八
四
万
円

生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

循
環
バ
ス
事
業
運
営
経
費

三
、五
三
七
万
円

◆
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

ご
み
処
理
及
び
減
量
化
推
進
事
業

ご
み
収
集
運
搬
委
託
、
樹
木
破
砕

機
購
入
な
ど

四
、九
九
三
万
円

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
へ
の

負
担
金

一
億
七
、八
四
四
万
円

環
境
保
全
施
設
整
備
事
業

山
倉
大
気
環
境
監
視
局
舎
テ
レ
メ
ー

タ
ー
化
な
ど

六
七
四
万
円

Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
事
業

Ｉ
Ｓ
Ｏ
運
用
支
援
業
務
委
託
な
ど

二
三
一
万
円

下
水
道
安
定
化
対
策
事
業

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

三
億
六
、一
九
四
万
円

水
洗
化
促
進
事
業

水
洗
便
所
改
造
助
成
、
排
水
設
備

資
金
預
託
金
利
子
補
給
な
ど

四
、二
四
二
万
円

し
尿
処
理
事
業

中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
負
担
金

九
、九
三
七
万
円
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16年度 
予  算 

安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
の
実
現

交
通
安
全
対
策
推
進
事
業

各
種
交
通
安
全
活
動
な
ど

五
二
八
万
円

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
事
業

誕
生
祝
金
、
児
童
手
当
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
補
助
な
ど

八
、九
一
七
万
円

保
育
体
制
充
実
事
業

保
育
所
運
営
経
費
、
私
立
保
育
園

運
営
補
助
な
ど

八
、三
三
四
万
円

ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
事
業

医
療
費
の
助
成
な
ど

四
八
二
万
円

障
害
者
更
生
施
設
整
備
運
営
事
業

広
域
障
害
者
施
設
へ
の
負
担
金

九
四
五
万
円

障
害
者
支
援
事
業

医
療
費
助
成
、
施
設
訓
練
等
支
援
な
ど

八
、六
二
三
万
円

生
き
が
い
対
策
事
業

敬
老
会
運
営
、
長
寿
祝
金
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助
な
ど

三
、〇
九
一
万
円

在
宅
福
祉
対
策
支
援
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
介
護
者
手
当
、

寝
具
乾
燥
・
お
む
つ
給
付
な
ど

一
億
一
、〇
三
〇
万
円

施
設
福
祉
充
実
事
業

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
、
施
設
運

営
費
負
担

八
、九
七
五
万
円

老
人
保
健
・
介
護
保
険
制
度
推
進
事
業

老
人
保
健
・
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金

一
億
八
、三
五
八
万
円

◆
生
涯
健
康
な
暮
ら
し
を
お

く
る
た
め
に

予
防
接
種
事
業

一
、四
四
一
万
円

妊
産
婦
・
乳
幼
児
医
療
費
支
援
事
業

医
療
費
の
助
成
な
ど

三
、六
四
三
万
円

健
診
対
策
強
化
事
業

各
種
が
ん
健
診
な
ど

三
、七
六
二
万
円

精
神
障
害
者
助
成
事
業

入
院
費
助
成
、
社
会
復
帰
支
援

八
五
七
万
円

宿
泊
型
休
養
施
設
整
備
事
業

ざ
ぶ
〜
ん
館
改
修
工
事六

九
九
万
円

国
民
健
康
保
険
推
進
事
業

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金

八
、五
五
六
万
円

◆
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り

消
防
力
整
備
事
業

消
火
栓
設
置
、
消
防
備
品
、
新
発

田
広
域
消
防
負
担
金
な
ど

二
億
三
、九
〇
〇
万
円

防
災
対
策
事
業

防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
更
新
な
ど

一
五
三
万
円

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
・
修
繕

五
五
六
万
円
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16年度 
予  算 

活
力
・
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
業
づ
く
り

◆
活
力
・
う
る
お
い
・
彩
り

あ
ふ
れ
る
農
業

病
害
虫
予
防
対
策
事
業

果
樹
・
水
稲
病
害
虫
防
除
な
ど

一
、〇
七
二
万
円

都
市
と
の
交
流
促
進
事
業

交
流
館
『
杜
』
維
持
管
理
な
ど

一
、一
七
三
万
円

観
光
農
業
施
設
整
備
事
業

観
光
道
路
舗
装
工
事
な
ど

二
、八
〇
〇
万
円

農
産
物
価
格
安
定
事
業

農
産
物
価
格
安
定
補
助五

〇
〇
万
円

生
産
組
織
育
成
事
業

団
体
及
び
組
織
育
成
、
組
織
経
営

体
育
成
な
ど

一
、一
三
四
万
円

生
産
環
境
施
設
整
備
事
業

農
免
農
道
整
備
、
水
環
境
整
備
、

蓮
野
地
区
排
水
対
策
な
ど

一
、九
〇
〇
万
円

水
田
営
農
確
立
対
策
事
業

生
産
調
整
に
対
す
る
助
成
な
ど

九
、六
〇
〇
万
円

◆
つ
く
り
育
て
る
魅
力
あ
る

漁
業

漁
業
施
設
周
辺
整
備
事
業

加
治
川
河
口
・
船
だ
ま
り
し
ゅ
ん

せ
つ

一
八
八
万
円

稚
魚
放
流
事
業

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

九
六
万
円

◆
地
域
に
根
づ
く
商
工
業

中
小
企
業
者
育
成
振
興
支
援
事
業

各
種
融
資
資
金
の
預
託
な
ど

一
億
八
、五
三
九
万
円

中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

商
工
会
へ
の
支
援
な
ど六

五
〇
万
円

◆
住
む
人
・
訪
れ
る
人
み
ん

な
心
潤
う
観
光

観
光
施
設
運
営
事
業

海
水
浴
場
運
営
事
業

七
六
三
万
円

観
光
開
発
支
援
事
業

各
種
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
観
光
協
会

運
営
補
助
な
ど

一
、九
二
〇
万
円
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16年度 
予  算 

個
性
豊
か
な
人
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り

◆
い
き
い
き
と
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に

幼
稚
園
施
設
維
持
管
理
事
業

施
設
改
修
な
ど

一
、二
四
一
万
円

学
校
教
育
人
的
支
援
事
業

非
常
勤
講
師
な
ど一

、七
九
一
万
円

情
報
機
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
事
業

パ
ソ
コ
ン
等
借
り
上
げ

一
、五
〇
四
万
円

学
校
施
設
整
備
事
業

施
設
改
修
な
ど

一
、〇
六
四
万
円

就
学
支
援
事
業

就
学
援
助
、
特
殊
教
育
就
学
奨
励
金

五
六
七
万
円

不
登
校
等
児
童
・
生
徒
支
援
事
業

教
育
相
談
、
指
導
員
報
酬
な
ど

四
四
〇
万
円

育
英
資
金
貸
与
事
業

育
英
生
貸
付
金

五
、三
七
八
万
円

◆
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
た

め
に

ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
事
業

各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど

五
、二
四
六
万
円

社
会
教
育
施
設
整
備
事
業

施
設
の
案
内
看
板
設
置二

二
〇
万
円

文
化
会
館
事
業

文
化
会
館
自
主
事
業
・
設
備
操
作

委
託
な
ど

三
、六
〇
八
万
円

文
化
財
保
護
事
業

町
の
文
化
財
を
維
持
管
理
す
る
た

め
の
経
費

一
四
一
万
円

町
史
編
さ
ん
事
業

資
料
編
２
巻
発
刊
予
定

二
、〇
九
六
万
円

◆
豊
か
な
国
際
感
覚
を
は
ぐ

く
む
ま
ち

中
国
ハ
ル
ビ
ン
交
流
事
業

ハ
ル
ビ
ン
市
の
小
中
学
生
を
招
い
て

文
化
公
演
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施

五
五
〇
万
円

海
外
研
修
事
業

中
学
生
の
海
外
研
修
へ
の
助
成

二
七
〇
万
円

◆
人
を
は
ぐ
く
み
癒
し
の
力

を
持
つ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
支
援
事
業

結
婚
推
進
の
た
め
活
動
経
費

二
二
八
万
円

地
域
自
治
振
興
支
援
事
業

地
域
振
興
事
業
へ
の
補
助

二
〇
〇
万
円

開
か
れ
た
行
財
政
の
推
進

◆
と
も
に
考
え
責
任
を
持
つ

意
識
づ
く
り

広
聴
・
広
報
活
動
充
実
事
業

広
報
せ
い
ろ
う
、
議
会
だ
よ
り
な
ど

八
五
二
万
円

◆
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た

体
制
づ
く
り

公
文
書
整
理
事
業

公
文
書
整
備
委
託
な
ど二

一
二
万
円

広
域
行
政
推
進
事
業

新
発
田
広
域
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

一
、二
三
二
万
円

◆
将
来
展
望
に
立
っ
た
行
財

政
の
運
用

職
員
研
修
事
業

職
員
派
遣
研
修
な
ど

二
四
〇
万
円

Ｉ
Ｔ
推
進
事
業

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
機
器
整
備
な
ど

二
、九
〇
一
万
円



ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

4
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《保健福祉事業》

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　T２７－２１１１

町民会館　　　　T２７－２１２１

図書館　　　　　T２７－６１６６

保健福祉センターT２７－６５１１

診療所　　　　　T２７－１２３４

水道課　　　　　T２７－５１４１

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

ところ　保健福祉センター
◆心配ごと相談
７日・21日・５月６日
いずれも午後１時～４時
◆行政相談
13日u
午前９時30分～11時30分
役場総務課

T27－2111（内線223）
◆乳幼児健康診査・各種学級
○育児相談会
19日t午前10時～11時

○１歳６か月児健診
22日w午後１時15分～

○乳児健診
23日x午後１時15分～

○１歳２か月児歯科健診
26日t午後１時15分～

◆各種予防接種
○麻しん予防接種
２日x午後１時40分～

○ツベルクリン
６日u午後１時40分～

○ＢＣＧ予防接種
８日w午後１時40分～

○ツベルクリン未接種
20日u午後１時40分～

○ＢＣＧ予防接種未接種
22日w午後１時40分～

○三種混合予防接種
27日u午後１時40分～　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・

経
済
・
会
計
等
の
専
門
知
識
を
駆
使

し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な

ど
の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官
の
採

用
試
験
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学
校
で

約
４
か
月
間
、
税
法
・
簿
記
な
ど
の

基
礎
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
、
税
務

署
に
お
い
て
一
定
の
実
務
経
験
等
を

経
て
、
国
税
調
査
官
・
国
税
徴
収
官

な
ど
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
専
門
的
知
識
・
技
能
等
を

修
得
す
る
た
め
、
約
７
か
月
間
の
専

科
研
修
を
は
じ
め
各
種
の
研
修
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

１．

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
58

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

国
税
専
門
官
募
集

―
大
学
卒
業
程
度
―

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

４
月

１
日
・
職
員
辞
令
交
付
式

２
日
・
農
業
委
員
会
面
識
会

４
日
・
消
防
団
新
入
団
員
等
辞
令
交

付
式
・
教
育
訓
練

・
船
だ
ま
り
利
用
者
協
議
会
安

全
祈
願
祭
、
総
会

５
日
・
保
育
園
入
園
式

６
日
・
小
学
校
入
学
式

７
日
・
幼
稚
園
入
園
式

９
日
・
中
学
校
入
学
式

19
日
・
地
域
別
知
事
・
市
町
村
長
会
議

20
日
・
防
犯
・
区
長
会
議

27
日
・
県
衛
生
組
織
連
合
会
理
事
会

・
郡
町
村
会
４
月
定
例
会

30
日
・
新
発
田
市
・
北
蒲
原
郡
土
木

協
会
総
会

２．

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
も
の
で
次
に
掲
げ
る
者

1
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

17
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

2
人
事
院
が
1
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
期
間

４
月
１
日
w
〜
４
月
16
日
x

（
消
印
有
効
）

（
土
日
は
除
く
）

■
申
込
書
提
出
先

関
東
信
越
国
税
局

■
試
験
日

第
１
次
試
験
　
６
月
13
日
s

新
潟
市
、
高
崎
市
ほ
か

新
発
田
税
務
署
　
総
務
課

T
22
―
３
１
６
１

町
で
は
町
民
の
国
際
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
中
国
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ

ン
市
教
育
委
員
会
と
の
交
流
事
業
や

黒
龍
江
省
か
ら
新
潟
大
学
へ
留
学
し

て
い
る
学
生
と
の
交
流
事
業
で
、
国

際
交
流
を
目
的
と
し
て
聖
籠
町
へ
訪

れ
る
中
国
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
等

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

a
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委
員
会
と
の
交

流
事
業

今
年
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
ハ
ル
ビ
ン
市
の
児
童
・
生

徒
が
来
町
し
、
町
文
化
会
館
で
芸
術

講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
児

童
・
生
徒
を
１
日
〜
２
日
間
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
方
。

b
新
潟
大
学
へ
の
留
学
生

留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望

し
た
場
合
に
、
期
間
等
を
相
談
し
た

後
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
方
。

■
受
け
入
れ
の
資
格

・
聖
籠
町
に
在
住
の
方

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
家
族
全
員
の
理
解
が
あ

り
家
族
ぐ
る
み
で
受
け
入
れ
が

で
き
る
家
庭
。

・
国
際
交
流
や
国
際
理
解
に
関
心

を
も
ち
、
積
極
的
に
受
け
入
れ

が
で
き
る
家
庭
。

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
た
め
に
提
供

で
き
る
個
室
が
あ
る
家
庭
。（
児

童
・
生
徒
の
場
合
は
相
談
）

■
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

役
場
総
務
課
国
際
交
流
担
当

T
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）
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平
成
13
年
５
月
に
都
市
計
画
法
の

「
既
存
宅
地
」
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
後
、

暫
定
的
に
運
用
さ
れ
て
き
た
新
潟
県

開
発
審
査
会
付
議
基
準
と
し
て
の
経

過
措
置
が
平
成
16
年
３
月
31
日
で
終

了
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
開
発
許
可
事
務
の

運
用
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
聖
籠
町

都
市
計
画
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
指
定
区
域

（
案
）
等
に
つ
い
て
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
聖
籠
町
長
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
加
治
川
桜
堤
ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
」

４
月
11
日
s
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

■
主
催

加
治
川
を
愛
す
る
会
・
加
治
川
堤

桜
復
元
市
町
村
連
絡
協
議
会
・
新
発

田
市
観
光
開
発
公
社

■
参
加
者

新
発
田
市
・
聖
籠
町
・
紫
雲
寺
町
・
加

治
川
村
の
小
学
生
、
友
好
団
体
、
一
般

参
加
者
、
加
治
川
を
愛
す
る
会
会
員

■
内
容

①
加
治
川
治
水
記
念
公
園
か
ら
、
桜

を
観
察
・
鑑
賞
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
、

健
康
ウ
オ
ー
ク
（
約
２
㎞
）
で
さ
く

ら
大
橋
に
集
合
。
参
加
者
に
「
ど
っ

こ
ん
水
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

②
11
時
頃
さ
く
ら
大
橋
河
川
敷
（
右

都
市
計
画
法
の
「
既
存
宅
地
」
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
運
用
が
継
続
で
き
る
よ
う
聖
籠
町
都
市
計

画
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
指
定
区
域
（
案
）
等
に
つ
い
て
、
公
告
・
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

「
加
治
川
桜
堤
ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
」

「
加
治
川
の
桜
研
究
・
勉
強
会
」
を
開
催

―
加
治
川
を
愛
す
る
会
―

■
縦
覧
内
容

一
指
定
区
域
の
名
称
及
び
区
域
（
案
）

二
環
境
の
保
全
上
支
障
が
あ
る
予
定

建
築
物
の
用
途

■
縦
覧
場
所

聖
籠
町
役
場
２
階
ふ
る
さ
と
整
備
課

■
縦
覧
期
間

４
月
５
日
t
〜
４
月
19
日
t

（
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

■
意
見
書
の
提
出
方
法

意
見
の
あ
る
方
は
、
任
意
様
式
に

よ
り
、
ふ
る
さ
と
整
備
課
都
市
計
画

係
に
提
出
く
だ
さ
い
。

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

T
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

岸
）
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
た
か

た
か
し
名
誉
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

さ
く
ら
の
歌
な
ど
を
全
員
で
合
唱
。

そ
の
後
に
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す
。

■
集
合
場
所
・
時
間

加
治
川
治
水
記
念
公
園
午
前
10
時

「
加
治
川
の
桜
研
究
・
勉
強
会
」

４
月
18
日
s

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

加
治
川
堤
で
桜
の
現
況
を
観
察
し
、

そ
の
後
、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
講
師
を
囲
ん
で

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
集
合
場
所
・
時
間

桜
研
究
／
さ
く
ら
大
橋
河
川
敷

（
右
岸
）
午
後
１
時

勉
強
会
／
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
午
後
２
時

※
希
望
す
る
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

加
治
川
を
愛
す
る
会
　

事
務
局
長
　
木
村
　
哲

T
)
22
―
６
７
１
５

町では、放課後家庭で面倒を見

られない小学校低学年児童を対象

に、町内３小学校内で児童クラブ

を開設しています。

入会については随時受付をして

おります。

入会手続き等詳細につきまして

は、広報せいろう３月おしらせ号

に掲載しておりますが、不明なこと

等については保健福祉課又は各児

童クラブへお問い合わせください。

◎保健福祉課　　　

T27－6511

◎蓮野児童クラブ　

T090－8035－9392

◎山倉児童クラブ　

T090－7262－3180

◎蓮野児童クラブ　

T090－8031－4739

児童クラブの入会について

鳥インフルエンザ
について

■鳥インフルエンザの人への感染
について
鳥インフルエンザは、この病

気にかかった鶏と接触して、羽

や粉末状になったフンを吸い込

んだり、その鶏のフンや内臓に

触れた手を介して鼻からウイル

スが入るなど、人の体内に大量

のウイルスが入ってしまった場

合に、ごくまれにかかることが

知られています。

日本では、この病気にかかっ

た鶏等が徹底的に処分されてお

り、鳥インフルエンザに感染す

る可能性はきわめて低いと考え

られます。

■飼っている鳥が死んでしまった
場合について
原因が分からないまま、鳥が

連続して死んでしまったという

場合には、素手で触ったり、土

に埋めたりせずに、なるべく早

く、お近くの獣医師、家畜保健

衛生所又は保健所にご相談くだ

さい。

県庁環境企画課　

T025－285－5511（代表）

道賀新田 

真野 

県道新潟・新発田・村上線 

県道次第浜・ 
新発田線 

紫雲寺橋 
加治川 

加治川村 

派川加治川 

加治川治水 
記念公園 

新潟県園芸 
研究センター 

四ツ屋 四ツ屋 

金龍橋 金龍橋 

●
案
内
図 

さくら大橋 
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役場税務課

T２７－１９５６

確定申告が間違っていたとき
すぐに修正（更正）しましょう

◆税額を多く申告していたとき
確定申告を提出した後で、税額を多く申告していたことに

気付いたときは、「更正の請求」をして正しい税額に訂正する
ことができます。
この「更正の請求」をするための用紙は税務署にあります。
更正の請求ができる期間は、原則として法定申告期限から1

年以内ですから、平成15年分の申告所得税は平成17年３月15
日まで、平成15年分の個人の方の消費税及び地方消費税の申
告については、平成17年３月31日までとなります。

確定申告をした後で、計算間違いなど内容に間違いが
あることに気付いたり、うっかりして確定申告すること
を忘れていらっしゃる方はいませんか。
申告内容に間違いがあるときはそれを修正（更正）す

ることができます。

◆税額を少なく申告していたとき
確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告していたこと

に気付いたときは、「修正申告」をして正しい税額に修正してく
ださい。この「修正申告」をするための用紙は税務署にあります。
修正申告は、税務署から更正を受けるまではいつでもできま
すが税務署の調査を受けた後で修正申告をしたり、更正を受け
たりすると加算税がかかる場合がありますので、気付いたとき
はすみやかに修正申告してください。
また、修正申告によって新たに納めることになった本税額は、
修正申告書を提出する日に納めてください。この納める本税額
には、法定納期限の翌日（平成15年分の所得税ですと平成16年
３月16日）から納付する日までの期間について延滞税がかかる
場合がありますので、本税と併せて納めてください。
なお、調査を受ける前に自主的に修正申告をしたときには、

一般的には加算税はかかりませんが、延滞税がかかる場合があ
ります。

◆確定申告を忘れていたとき
確定申告をしなければならないのに、申告書の提出を忘れてい

るときは、すぐに申告してください。用紙は税務署にあります。
申告期限を過ぎてからの申告を「期限後申告」といい、税

務署から決定を受けるまではいつでも申告できます。税務調
査を受けた後に期限後申告をしたり、決定を受けたりすると、
本来の税額のほか納付すべき税額の15％の無申告加算税がか
かる場合があります。
また、「期限後申告」によって納めることになった本税額は、
申告書を提出する日に納めてください。
なお、調査を受ける前に自主的に期限後申告をしたときは

加算税が５％に軽減されます。
また、修正申告の場合と同様延滞税がかかる場合がありま

すので、本税と併せて納めてください。
手続き等についてご不明な点がありましたら、新発田税務

署（T22－3161）までお問い合わせください。

税務課からのお知らせ 税務課からのお知らせ 

平
成
16
年
度

町
税
・
国
民
健
康保

険
税

納
入
期
限
が

決
ま
り
ま
し
た

本年度の町税等の納入期限が
次のとおり決まりました。
町税や国民健康保険税は、町

民の皆さまに安定した町民生活
を過ごしていただくために行う
様々な事業を進めるうえで貴重
な財源となります。
ぜひ、期限内に納めてくださ

いますようお願いいたします。

税目

町・
県民税

固定
資産税

軽自動車税

国民健康
保険税

期別

1期
2期
3期
4期
1期
2期
3期
4期
全期
1期
2期
3期
4期
5期
6期
7期
8期

納入期限

平成16年 6 月30日
平成16年 8 月31日
平成16年11月 1 日
平成16年11月30日
平成16年 4 月30日
平成16年 8 月 2 日
平成16年 9 月30日
平成16年12月28日
平成16年 5 月31日
平成16年 5 月31日
平成16年 6 月30日
平成16年 8 月 2 日
平成16年 8 月31日
平成16年 9 月30日
平成16年11月 1 日
平成16年11月30日
平成16年12月28日

確定申告が間違っていたとき
すぐに修正（更正）しましょう
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２ 

 

※今月号から生年月日、届出日、死亡日の掲載は差し控え
させていただきます。

（注１）届出の際に、御承諾をいただいた方のみ掲載して
おります。
（T27－2111  内線112  町民サービス係）

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載
しています。戸籍に記載されている正確な氏
名と多少異なる場合があります。ご了承くだ
さい。

赤ちゃん 保護者 行政区

歩
あゆ

向
む

ちゃん （相馬　昌満） 真　　野

彩
あや

花
か

ちゃん （渡辺　智浩） 山　　倉

愛
まな

美
み

ちゃん （渡辺　健二） 藤　　寄

飛
ひょう

ちゃん （飯田　正志） 別　　條

凛
りん

ちゃん （小山　一弘） 苔　　沼

氏　　名 年　齢 行政区

加　藤　フ　ミさん （89歳） 蓮 　 野

宮　下　仙
せん

一郎
いちろう

さん （100歳） 次 第 浜

佐　藤　タ　ケさん （93歳） 山 大 夫

渡　辺　みさ子
こ

さん （62歳） 次 第 浜

渡　辺　仙
せん

次
じ

郎
ろう

さん （92歳） 網 代 浜

長谷川　皆
みな

次
じ

郎
ろう

さん （92歳） 網 代 浜

赤　木　ハルノさん （100歳） 桃 　 山

清　水　亮
りょう

衛
えい

さん （79歳） 網 代 浜

新郎・新婦

阿　部　　悟
さとる

さん

（斎藤）泰
たい

子
こ

さん

高　橋　耕
こう

栄
えい

さん

（小池）さゆりさん

伊　藤　武
たけ

利
とし

さん

（中山）久美
く み

子
こ

さん

行政区

｝二 本 松

｝網 代 浜

｝蓮　　潟

科目等履修生制度とは、社会人や家庭の主婦の方にでも幅広く

本学の開校する授業科目を学んでいただけるように設けられた制

度です。自分の興味のある、学びたい科目を選択し、受講するこ

とができます。

社会人の方などが受講しやすいように夜間開講している科目も

あります。

●対　　象：高等学校以上を卒業した方、又はこれと同等以上の

学力があると認められる方

●開講科目：英語・英米文学関係、国際関係（政治・経済・金融）、

文化論・民俗学関係、環境問題、情報処理関係等

※開講科目についての詳細は教務課教務係までお問

い合わせください。

●授 業 料：１単位につき10,000円

●出願期間：４月19日t～26日t

敬和学園大学 教務課教務係
T26－2514

敬和学園大学からのお知らせ
2004年度前期科目等履修生募集

敬和学園大学からのお知らせ
2004年度前期科目等履修生募集

日本女子大学文学部長の渡辺利雄先生（アメリカ文学）を迎え、

学術講演会を開催します。渡辺先生の長年の研究から語られるフラ

ンクリンの素顔とアメリカ文学、そして「日本のフランクリン」。

本学新入生のための講演会ですが、一般の方も参加できます。参

加申し込み及び参加費は不要です。当日会場までお越しください。

４月８日w 午後１時～２時30分

敬和学園大学 S31教室

敬和学園大学総務課総務係
T26－2394

新入生歓迎 公開学術講演会
「日本のフランクリン」
新入生歓迎 公開学術講演会
「日本のフランクリン」

工事（件）名

公下工第３号大夫217号管渠整備工事

特下工第１号本三賀209号管渠整備工事

公下工第４号大夫216号管渠整備工事

公下工第１号杉谷内15号管渠整備工事

公下工第５号大夫201号管渠整備工事

完成期限業　者　名契約額（円）

入 札 結 果

30,765,000

43,050,000

58,170,000

61,950,000

54,600,000

㈱丸昭工務店

新潟藤田・聖路総

合特定共同企業体

岩村・丸昭特定共

同企業体

本間・曽根建特定

共同企業体

丸運・市川特定共

同企業体

H16.11.25

H16.12.05

議会議決日より

280日間

議会議決日より

280日間

議会議決日より

280日間

H16.３.11
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◆
平
成
15
年
度
基
本
健
康
診
査
結
果

か
ら平

成
15
年
度
基
本
健
康
診
査
（
以

下
「
健
診
」）
は
一
、
九
二
五
人
が
受

診
し
ま
し
た
。

健
診
の
結
果
、全
く
異
常
が
無
か
っ

た
人
は
約
１
割
の
一
八
四
人
で
、
９

割
の
人
は
生
活
改
善
等
の
指
導
や
医

療
機
関
の
受
診
が
必
要
で
し
た
。

中
で
も
、
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
25
以

上
）
が
約
３
割
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
の
高
い
脂
質
代
謝
異

常
が
約
６
割
、
糖
代
謝
異
常
が
３
割

と
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

栄
養
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
や
改
善
が
、
今
後
の
健
康
づ
く

り
の
重
要
な
課
題
と
言
え
ま
す
。

◆
あ
な
た
の
か
ら
だ
は
大
丈
夫
？

高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

慣
病
の
初
期
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

が
あ
り
ま
せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と

動
脈
硬
化
が
進
み
、
そ
の
結
果
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
重
篤
な
病
気

を
起
こ
し
ま
す
。

異
常
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣

の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

40
歳
を
過
ぎ
た
ら
１
年
に
１
度
は

健
診
を
受
け
、自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

◆
健
診
結
果
は
、
郵
送
ま
た
は
家
庭

訪
問
で

基
本
健
診
の
結
果
は
１
か
月
後
、

郵
送
ま
た
は
地
区
担
当
保
健
師
が
家

庭
訪
問
で
お
返
し
し
ま
す
。

ま
た
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
か
け
て
、
保
健
師
と
管
理
栄
養
士

に
よ
る
「
夜
間
健
康
相
談
会
」、
７
月

に
は
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
の
方
を
対

象
に
「
健
康
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
基
本
健
康
診
査
は
午
前
中
で
す

２
月
に
検
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
に
は
、
検
診
日
の
２
週
間
前
後

に
受
診
票
を
送
り
ま
す
。
受
診
票
が

無
く
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
負
担
金
　

69
歳
以
下
　
　
１
、
０
０
０
円

70
歳
以
上（
昭
和
10
年
３
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
）は
無
料
で
す
。

・
検
査
項
目

血
圧
測
定
　
眼
底
検
査
　
心
電
図

尿
検
査
　
貧
血
検
査
　
血
中
脂
質

検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中

性
脂
肪
）

糖
尿
病
検
査
　
肝
機

能
検
査
等

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
40
歳
か
ら

70
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
年
齢
の
対
象

者
等
に
実
施
）

保
健
福
祉
課
予
防
検
診
係
ま
た
は

保
健
師
ま
で
　

すでらちこは場会

・受　付　時　間 午前8時30分～11時まで

・レントゲンのみ受ける方の
受　付　時　間 午後1時～3時まで

月・日・曜日

７日

８日

９日

12日

13日

14日

15日

16日

水

木

金

月

火

水

木

金

網代浜会館

亀塚公会堂

次第浜公民館

藤寄公会堂

二本松公会堂

保健福祉

センター

網代浜

亀塚

次第浜

藤寄、大夫興野、旭ヶ丘

山三賀、二本松、外畑、正庵、東山

四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野、

丸潟、甚兵衛橋、蓮潟、蓮潟新田

山諏訪山、本大夫、山大夫、聖中

ヶ丘、本三賀、尾沢ｹ丘、稲の平、

ひばりが丘

桃山、山倉、苔沼、中の橋、本諏

訪山、蓮野、杉谷内、別條、八幡

４
　
　
　
月

会　　　場 対象地区名（行政区）

※都合の悪い方は他の会場で受診してください。

●基本健康診査は午前中だけです。

レントゲン検診だけ受ける方は午後から

おいでください。

男 
 31%

女 
 69%

平成15年度基本健康診査男女別受診者数 

男 

女 

 
  

 異常なし 

結果項目別男女割合（要指導者以上） 

男 

女 

肥満 
（BＭI 25以上） 

 
脂質代謝 
異　　常 

糖代謝 
異　常 

割合 

項目 

0.0％ 

10.0％ 

20.0％ 

30.0％ 

40.0％ 

50.0％ 

60.0％ 

70.0％ 

80.0％ 

29.4%29.4%

62.7%62.7%

 19.3% 19.3%

28.2%28.2%28.2%

57.2%57.2%57.2%

34.8%34.8%34.8%

6.1%6.1%6.1%
11.1%11.1%

●
春
の
健
康
診
断
が始ま

り
ま
す

●
春
の
健
康
診
断
が始ま

り
ま
す

●
春
の
健
康
診
断
が始ま

り
ま
す

（
基
本
健
康
診
査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
）
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就労を希望していても一般事業所で

の就労の機会が少ない精神の障害をも

つ人たちの仕事の場を提供するために

精神障害者社会復帰支援事業を実施し

ます。

■事業の概要

【仕事の内容】

町の公共施設の清掃や樹木の水や

り、除草など

【実施期間（予定）】

平成16年５月から平成17年３月まで

【募集人員】 若干名

【申込方法】

履歴書と住民票を添えて保健福祉課

へ申し込んでください。

【申込締め切り】

４月20日u

※詳細については、保健福祉課保健師

にお問い合わせください。

保健福祉課（保健福祉センター内） T27－6511

■開催期間
平成16年５月～平成17年３月
まで
毎週金曜日　午前10時～11時30分

（ただし、８月はお休みします）
※参加者には詳しい日程をお知
らせします。
■会場
聖籠町保健福祉センター
■内容
親子あそび・リズムあそび・
自由あそび等
■対象
平成15年４月１日以前に生ま
れた子どもと保育者
定員20組　継続して参加でき
る方に限ります。
■申し込み受付
４月19日t～４月21日v
■申し込み先
保健福祉課保健師

子どもにとって、大切なもののひとつ「あそび」。

子どもと、一緒にもっともっとあそびたい！

だけど、

どうやったら子どもも大人も楽しく遊べるの？・・・

そう思いながら育児をしている人がたくさんいます。

「あそび」を通じて、子どもたちもそして大人たちも

「共に育ち合う場」として、『あそび教室』を開催いたします。

どうぞ、お申し込みください。

肺
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま
す
！
日

本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
す
。

そ
の
全
て
の
が
ん
死
亡
の
う
ち
第
１

位
が
肺
が
ん
で
す
。
特
に
男
性
の
肺

が
ん
死
亡
者
は
全
国
で
年
間
４
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
町
で
も
過
去
５

年
間
で
35
人
も
の
方
が
肺
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

40
歳
以
上
の
方
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
で
検
査
す
る
と
と
も
に
、
特
に
高

危
険
群
の
方
に
は
あ
わ
せ
て
痰
の
検

査
（
喀
痰
細
胞
診
）
も
お
す
す
め
し

ま
す
。

●
高
危
険
群
の
方

・
50
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
が
６
０

０
以
上
の
方

（
喫
煙
指
数
＝
一
日
に
吸
う
た
ば

こ
の
本
数
×
吸
っ
て
い
た
年
数
）

・
40
歳
以
上
で
最
近
６
ヵ
月
以
内

に
血
痰
の
出
た
方

・
40
歳
以
上
で
重
ク
ロ
ム
酸
や
石

綿
を
取
り
扱
う
職
業
を
し
た
こ
と

の
あ
る
方

〈
受
診
方
法
〉
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

の
時
に
受
付
し
、
自
宅
で
３
日
間
痰

を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
受
診
者

負
担
は
４
０
０
円
（
70
歳
以
上
の
方

は
無
料
）
で
す
。

な
お
、た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
に
は
、

禁
煙
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
今
か
ら
で

も
禁
煙
す
れ
ば
肺
が
ん
の
危
険
度
が

下
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
予
防
検
診
係
ま
た
は

保
健
師
ま
で
　

●
肺
が
ん
検
診

（
喀
痰

か
く
た
ん

細
胞

さ
い
ぼ
う

診し
ん

）
の
お
す
す
め

●
肺
が
ん
検
診

（
喀
痰

か
く
た
ん

細
胞

さ
い
ぼ
う

診し
ん

）
の
お
す
す
め

精神障害者
社会復帰支援事業

のお知らせ

『あそび教室』参加者募集



広報聖籠 14

２
月
１３
日
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

の
今
村
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
痴
呆
と
い
う
病
気
と
痴
呆
の
方
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
『
物
忘
れ
講
演
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
講
師
と
１
８
０
名
の
参
加
者
が
一
体
と
な
り
進
め
ら
れ
、
１
時
間
の

延
長
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
の
よ
う
す
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

●
痴
呆
に
な
ら
な
い
た
め
の
講
演
だ

と
思
っ
て
来
た
が
、
痴
呆
高
齢
者
の

こ
と
は
み
ん
な
の
問
題
だ
と
い
う
こ

と
が
良
く
分
か
っ
た
。

●
帰
っ
た
ら
他
の
人
に
も
伝
え
よ
う

と
思
う
。

な
ど
他
に
も
同
様
の
感
想
を
多
く

い
た
だ
き
、
参
加
者
の
熱
気
に
町
担

当
職
員
が
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

■
痴
呆
の
方
に
つ
い
て
の
課
題
は

●
専
門
機
関
が
身
近
に
な
い
。

●
周
囲
の
理
解
不
足
か
ら
家
族
が
孤

立
し
や
す
い
。

●
痴
呆
予
防
活
動
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
。

町
で
は
、
こ
の
三
つ
を
第
３
次
老

人
福
祉
計
画
で
痴
呆
の
方
へ
の
課
題

と
し
定
め
て
お
り
、
そ
の
対
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
今
回
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

痴
呆
の
病
気
治
療
、
地
域
・
家
庭

で
の
対
応
は
誰
で
も
身
近
な
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
・
担
当
職

員
と
も
痴
呆
の
対
策
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

講
演
会
で
し
た
。

■今回の資料をお分けしますので、希

望される方は保健福祉課までご連絡く

ださい。

保健福祉課 保健師

T27―6511

■
先
生
か
ら
は
、

●
早
期
に
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。
痴

呆
は
治
ら
な
い
病
気
と
い
え
る
が
、
暮
ら
し
や
す
く

す
る
治
療
は
あ
る
。

●
治
療
の
ひ
と
つ
は
家
族
や
周
り
の
人
の
対
応
で
あ

る
。
痴
呆
の
方
が
暮
ら
し
や
す
く
す
る
に
は
、
す
べ

て
の
人
の
理
解
に
か
か
っ
て
い
る
。

●
今
回
の
講
演
内
容
を
資
料
と
し
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
渡
す
の
で
周
り
の
方
に
読
ま
せ
て
も
ら
い
た

い
。な

ど
物
忘
れ
外
来
担
当
医
師
と
し
て
勤
め
ら
れ
て

い
る
経
験
を
踏
ま
え
、
痴
呆
の
方
へ
の
理
解
が
い
か

に
必
要
か
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲参加者の皆さん ▲講師の今村先生

▲ 180名もの大勢の皆さんが参加してくださいました

痴
呆
を
理
解
し 

　
地
域
・
家
庭
み
ん
な
で
支
え
あ
お
う
!
 

痴
呆
を
理
解
し 

　
地
域
・
家
庭
み
ん
な
で
支
え
あ
お
う
!
 

〜
物
忘
れ
講
演
会
を
開
催
し
て
〜 
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区分

年

平成16年

平成15年

増　減

２　月

発生件数

15

11

＋4

死者数

1

0

＋1

傷　者

16

15

＋1

１月～２月（累計）

発生件数

27

22

＋5

死者数

1

0

＋1

傷　者

31

34

▲3

町の交通事故
発生状況

交通安全に関することは

役場生活環境課

T２７－１９６２（直通）

平成16年 

実施期間　4月6日lから4月15日kまでの10日間 

運動の基本「子供と高齢者の交通事故防止」 

●自転車の安全利用の推進 

　新入学（園）時期に慣れない通学（園）路を通い始める子供たちを、交通事故から

守るのは大人の責任です。 

　また、この時期は人や車の動きが活発になり、高齢者事故が増える傾向にあります。 

　運転者の方は、子供やお年寄りを見かけたら不意な飛び出し等を予測して、十分な

間隔を保ち、一時停止や徐行するなど、交通事故防止に努めましょう。 

　自転車もドライバーの仲間です。歩道等を通行する時は、

歩行者の通行を妨げることなく、思いやりのある運転に努め

ましょう。また、傘差し運転、二人乗り、夜間の無灯火、自

転車乗用中の携帯電話等、危険な運転は絶対にやめましょう。 

●シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 
　車に乗ったら、シートベルトを着用するとともに、後部座席の同乗者にもシー

トベルトの着用を勧めましょう。また、６歳未満の子供にはチャイルドシート

を着用させましょう。 

　○県内の一般道におけるシートベルト着用率（平成15年調査） 

 　　運転席：80.8%（全国ワースト２位）　助手席68.0%（ワースト９位） 

　○県内におけるチャイルドシート着用率（平成15年調査）：48.5%（全国平均51.7％） 

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
Ｎ
ＥＷＳ
Vol 24
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投稿するときは濃い鉛筆か

ペンで描いてください。（薄

いものは掲載できません）

名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名

前の横にペンネーム『○○

○○○』と書いてください）

お茶犬　11歳

しずくだよ!! 11歳

武田　大樹さん 11歳佐藤　大斗さん 10歳てふてふ　13歳タクローさん 16歳

一護　12歳いちご　　12歳小林　涼さん 12歳月光　14歳

リノ　14歳

しょうま　５歳

宮下　司さん ７歳

と
会
い
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
小
さ
な
お

願
い
で
す
が
、
10
年
後
に
自
分
の
子
供

が
聖
籠
町
に
来
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
の
あ
い
さ
つ
に
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
中
国
か
ら
の
県
費
留
学
生

と
の
交
流
事
業
を
平
成
元
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
が
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
の
留

学
期
間
終
了
を
間
近
に
控
え
、
３
月
13

日
に
「
ホ
テ
ル
ざ
ぶ
〜
ん
」
で
送
別
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

送
別
会
に
は
、
町
民
海
外
研
修
参
加

者
、
文
化
団
体
加
入
者
、
町
議
会
議
員

な
ど
41
名
が
参
加
し
留
学
生
と
聖
籠
町

で
の
思
い
出
話
を
し
た
り
佐
渡
お
け
さ

を
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
て
に
ぎ
や
か
に

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

留
学
生
団
長
の
邸
春
光
さ
ん
の
「
こ

の
一
年
間
は
自
分
の
一
生
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
聖
籠

町
で
の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

出
会
う
こ
と
は
別
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
で
聖
籠
町
の
人

一
年
間
あ
り
が
と
う

中
国
県
費
留
学
生
送
別
会

ばろひのなんみ

元気に育ってね！

この写真は保健
福祉センターで
行われる乳児健
診会場で撮影し
ています。

町の宝
で～す

２月の乳児健診から

大島　裕
ひろ

也
や

ちゃん
４か月

齋藤　界
かい

斗
と

ちゃん
４か月

渡辺　陽
ひな

大
た

ちゃん
４か月

水戸部　羽衣
う い

ちゃん
４か月

阿部　桂
けい

子
こ

ちゃん
４か月

戸石　司
つかさ

ちゃん
４か月

高橋　晋
しん

也
や

ちゃん
４か月

高松　咲希
さ き

ちゃん
４か月

澁谷　國
くに

生
お

ちゃん
４か月

イ
ラ
ス
ト
自
慢 

▲やこん

健
康
の
あ
り
が
た
さ
と
健
康
で
生
活

で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

最
近
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
健
康
食
品

に
家
族
で
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

我
が
家
の
畑
に
は
、
健
康
に
良
い
と

い
わ
れ
る
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
「
や
こ
ん
」
は
珍
し
く
健
康

に
良
い
と
い
う
こ
と
で
作
っ
て
み
ま
し

た
。「
や
こ
ん
」
は
便
秘
に
良
い
と
い

う
効
能
が
あ
り
ま
す
。

沢
山
収
穫
で
き
家
族
に
も
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
歯
ざ
わ
り
が
良
く
サ
ラ
ダ
、

天
ぷ
ら
、炒
め
物
に
重
宝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、「
チ
ョ
ロ
ギ
」
も
作
り

ま
し
た
。
脳
梗
塞
に
よ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

ほ
ん
の
一
部
紹
介
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
る
野
菜
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
健
康
に
関
心

を
も
ち
健
康
で
楽
し
い
老
後
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

▲チョロギ

健康野菜で
楽しい老後を
本間　菊枝（蓮潟）

次のテーマと要項により、ハガキ

（手紙も可）を募集します。

●聖籠の風

町の業務や行事、あるいは地域や

学校でのことなど、日々の生活の中

で感じたことをお寄せください。

（良かったこと、又良くなかったこ

と）

子どもたちの意見も大歓迎です。

600字以内でお書きください。

●イラスト自慢大募集

絵を書くのが大好きな子どもたち

自慢のイラストをハガキの裏に書い

てどんどん送ってください。（黒一

色でハッキリと書いてください）

●『町政ポスト』Ｑ＆Ａ

町政への積極的なご意見、ご提案

など（聖籠町の将来像、私はこう考

える…）を、町民の皆様から寄せて

いただくために設けられたハガキに

よる広聴制度です。町長が目を通し、

担当課で回答いたします。よりよい

町づくりのために、あなたのご意見

をお寄せください。

■応募方法■

V町政ポスト用のハガキでお寄せく

ださい。（切手を貼らずに投函で

きます）なお、このハガキは

A役場一階の総合案内

B保健福祉センターの窓口

C診療所の窓口

D町民会館の窓口

E図書館のカウンター

の５か所に設置してあります。ど

んどんお寄せください。

Vなお、氏名・住所・電話番号の記

載のないものは掲載いたしません

ので、必ずご記入ください。（匿

名希望、ペンネーム希望と書いて

くだされば名前は掲載しません）

※なお、投稿原稿の趣旨を変えずに

削ったり直したりする場合があり

ますので、ご了承ください。

V採用された方には、図書券を差し

上げます。

町
外
に
お
住
ま
い
の
知
人
に

広
報
せ
い
ろ
う
を
送
り
ま
せ
ん
か

―
広
報
送
付
制
度
の
ご
案
内
―

広
報
せ
い
ろ
う
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
で
は
町
出
身
の
方
で
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
や
近
隣
市
町
村
の

方
に
聖
籠
町
の
情
報
を
送
り
た
い

と
い
う
ご
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、

広
報
送
付
制
度
に
よ
り
『
広
報
せ

い
ろ
う
』
の
有
料
送
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
料
　
一
、
二
〇
〇
円

（
１
年
分
・
５
月
号
〜
翌
年
４
月
号
）

●
申
し
込
み
方
法

役
場
２
階
総
務
課
へ
料
金
を
持

参
し
て
手
続
き
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
広
報
担
当

T
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
） ※今月号から生年月日の掲載は差し控えさせていただきます。
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な
ん
と
か
新
潟

の
サ
ッ
カ
ー
を

全
国
に
広
め
て

強
く
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
を

持
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
東
京
農
業
大
学
、
Ｎ
Ｋ
Ｋ
と

プ
レ
ー
し
て
き
た
。」
と
サ
ッ
カ
ー

に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
神
田
氏
が
Ｊ
リ
ー
グ

に
入
る
ま
で
の
時
代
に
活
躍
し
た

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
年
代
ご
と
に
鑑

賞
し
、
児
童
は
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
に

は
大
歓
声
を
送
っ
た
り
、
外
し
た

時
に
は
た
め
息
を
つ
い
た
り
と
、

に
ぎ
や
か
に
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
児
童
か
ら
、

「
今
ま
で
出
た
試
合
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
な
ん
で
す
か
。」、

「
ど
う
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
。」、「
気
持
ち
よ

く
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き
の
印
象

は
ど
う
で
す
か
。」
な
ど
多
く
の
質

問
が
あ
り
神
田
氏
は
ひ
と
つ
ず
つ

て
い
ね
い
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
神
田
氏
か
ら
「
夢
に

向
か
っ
て
、
そ
し
て
勉
強
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
言
葉

が
児
童
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
会
の
お
礼
に
と

６
年
生
の
児
童
が
南
中
ソ
ー
ラ
ン

を
披
露
し
た
の
ち
、
体
育
館
で
Ｆ

Ｃ
聖
籠
の
メ
ン
バ
ー
を
相
手
に
神

田
氏
に
よ
る
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
最
後
に
は
、
児
童
へ
の

サ
イ
ン
会
に
も
快
く
こ
た
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

児
童
に
と
っ
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
さ
れ
た
神

田
氏
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
今
後
に
活
き
る
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
小
学
校
２
年
生
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
た
が
そ
の
こ
ろ
の

チ
ー
ム
は
弱
か
っ
た
。し
か
し
、強

い
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ
と
の
感
動
を

覚
え
、
年
々
強
く
な
り
４
年
後
に

は
新
潟
市
で
優
勝
す
る
チ
ー
ム
に

な
っ
た
。」
と
い
う
思
い
出
や
中

学
、
高
校
時
代
の
活
躍
の
よ
う
す

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
て
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
り

た
か
っ
た
か
は
、「
日
本
全
国
で

新
潟
の
サ
ッ
カ
ー
を
知
っ
て
い
る

人
は
少
な
く
中
学
、
高
校
の
時
に

全
国
の
方
と
試
合
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、他
県
の
人
か
ら
『
新
潟
に

サ
ッ
カ
ー
っ
て
あ
る
の
』
と
聞
か

れ
て
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
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（児童の神田氏紹介から）

―神
かん

田
だ

勝
かつ

男
お

―
1966年生、小学校２年からサッカーを始
める。新潟工業高校３年生のとき全国
高校選手権ベスト８。東京農大から
NKKを経て27歳のときセレッソ大阪の
テストを受け入団。1998年にビッククラ
ブ横浜マリノスに移り2000年に新潟に来
て３年前からJ1昇格争いをして昨年見事
J1昇格を果たしました。先日プロを引退
して新潟のサッカーのために仕事をし
ています。

２
月
１７
日
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
神
田
勝
男
氏
を
招
い
て
、
蓮

野
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
６
年
生
の
Ｆ
Ｃ
聖
籠
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
講
演
会
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
神
田
氏
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
児
童
が
紹
介
し
、
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

蓮
野
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
演

蓮
野
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
演 

蓮
野
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
講
演 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
　
神
田
勝
夫
氏 

講
演
会
開
催 


